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ヤクーチア北西部から移動 してきたエベンキ人及びヤクー ト人が,タ イムルに




通の言語として選んだのが当時シベリア全域で広 く使用 され,時 にはシベ リア
の諸民族の間でリンガフランカの役割を果た していたヤクー ト語であった.こ
のヤクー ト語を基盤にドルガン語が成立 した.ドルガン民族の形成過程におい























Bap60πKHa:lggO).1992年には同社 か ら北方少数民族の学 習 辞 典 シ リーズの
一巻 として 『ドル ガン語 ・ロシア語=ロ シア語 ・ドルガ ン語 辞書 』(4000語)が
出版 されるに至 った(AKceHoBaeta1.:1992).
くり
2.詩人オグ ド ・ア クシ ョーノワ









賞をとるなど,早 くか らその才能は注 目されていた.
中等学校卒業後,イ ルクーツク大学に入学 したが,健康 を損ない卒業は果た
せなかった.ハ タンガ地区のカ トゥリク村,ジ ュダニハ村,ノ ボリブノエ村に
て教員 と司書を兼ね,また赤色チュム(北方各地に革命後設営された共産主義文
化活動拠点)の指導者 として働いた.
アマチュアの文化活動のオーガナイザーとしてエブ ドキヤ ・エ ゴロブナは嘩
し唄,歌 を創作 し,さ らに後には母語であるドルガン語で詩を創作するように
なった.そ れら作品群は数多のコンクールで入賞を果たすなどした.
1969年にクラスノヤルスク書籍出版から 『極地日』シリーズの一冊として詩
(1)O取oAKceHoBaオグ ド ・ア ク シ ョー ノワ の ロシ ア 名 はEB八oK廟aEropoBHaAKceHol獄
エ ウ ドキ ヤ ・エ ゴ ロ ブ ナ ・ア ク シ ョー ノ ワで あ る 。 オ グ ド ・ア ク シ ョー ノ ワの 略 歴 な
ど につ い て はCeMeHK)K(1993)に拠 っ た.
(27)
く　 　
集 『初 日の出』がO.ア クシ ョーノワ,L.ニェニ ャング,そ の他 の詩人等の詩 を
載せて編 まれ た.
そのころか ら,モ スクワの レオニ ド・ヤ フニ ン,Al.ゾリン,ま たクラス ノヤ
ル スクの アイダ ・フ ヨドロワ,他 に もオグ ドの詩 を翻訳 しようとい う人々が現
れ るようになった.
タイムル民族管区40周 年 記念 に管区の民族芸術 館 によ り0.アクシ ョー ノワ
の詩集が小冊子 として刊行 され た.
1973年にクラスノヤルスク書籍 出版か らオグ ド(エブ ドキヤ)・ア クシ ョー ノ
ワ著 『バ ラクサ ン』(AKceHOBa:1973)が出版 された.そ こには謎々 もあれば諺 や
古 くか らの言い伝 え などの フォークロールの要素が豊富 に盛 り込 まれていた.
ドルガ ン語による初めての書籍 『バ ラクサ ン』は ドルガ ン語の書 法が作 られる以
前 に出た ものであった.つ まり,当 時,『バ ラクサ ン』は実際的 には同時 に初等
読本で もあ った とい える.
良い声 に恵 まれ,音 感 もよかったこ ともあ り,エ ブ ドキヤ ・エ ゴロブナは年
老 いた猟師達や竈 を守 る女達に教 わった ドルガ ンの歌の旋律 をす ぐ覚え ること
がで きた.1975年に 『ドル ガンの歌』,1976年に 『ツン ドラ模様』が出版 され る
と,オ グ ドによる詩や離 し唄 に ドル ガンの人々は遠 い祖先の旋律 を感 じ,ッ ン
ドラの伝統が歌 い込 まれ ているの を認 めた とい う.
その後 もます ます創作活動 を活発 に行 い,北 方少数民族 出身の文学 者 と して
活躍 したが,1995年1月14日 の未 明に ドルガ ン人最初 の詩人,作 家,教 育者
であ り,ま た北方チ ュル ク文化活動 の旗手で あったオグ ド ・ア クシ ョー ノワは
な くなった.ド ル ガン語 ・文学 の分 野のみな らず,北 方諸民族の文化活 動にお
い て も大 きな損 失で あった.本 稿 に掲 げ る 「幸 もて る者」は作者 オグ ド ・ア ク
シ ョー ノワが詩集 『バ ラクサ ン』を世に問 うた同 じ年 に創作 され,ご く近年 まで





3。1背 景 な ど
この作品は上記のように1973年にドゥジンカ市にてオグ ド・アクショーノワ
によって書かれた作品である.当時はロシア語訳によってのみ発表された.オ
グ ド・アクショーノワの作品を多 く翻訳 し,作者と親交の深かった翻訳家であ
りまた自身も詩人であるワレーリィ ・クラベツにオグ ド・アクショーノワが自
ら逐語的にロシア語に訳 し書き送ったものをクラベツがロシア語の韻文作品に
整え発表 した.ク ラベツ氏の訳はオグド・アクシ ョーノワの原文の意図を損な














らから辿って もシベリアの民族集団の再編はあちこちで生 じてお り,ドルガン
族 も複数の民族集団が再編された結果,形 成された集団である.従 って,ド ル
ガン語にはその言語共同体の形成にかかわった人々のかつての使用言語の要素
が数多みられる,このオグド・アクショーノワの作晶の中にもロシア語やエベ
ンキ語等の要素が多 くみられる.後掲の ドルガン語テキス トの注においてはそ
(29)
れ らの点 につ いて も言及 した.
3.2.「幸 もて る者 」 ドル ガ ン語 原 文 につ い て
3.2.1.脚韻
「幸 もてる者」は全462行,113連か らな る.大 半 の連 が4行 か らなる.第1
連7行,他 に第83,89連が2行,第45,77,81連 が6行,他 に第96連 が9
行 か らな る.ほ ぼすべての連 が脚韻 を踏 んでい る.4行 か らなる連の脚韻 のパ






























(3)以 下 に オ ロ ンホ 「威 風 堂 々 た る独 り者Mogu萌Arsoγotox」の 冒頭 の部 分 をKapalaeB
(1996)より掲 げ る.和 文 は拙 訳.こ こで は3行 ご との 脚 韻(一h-ln,一GAr)と,3行






らの借用語彙が多 くみられる.こ こでは 「幸もてる者」に現れるロシア語借用語
彙について言及する.既述のようにこの韻文作品は3部からなるが第1部 が革
命前の時代背景で描かれ,第2部 は革命直後のソビエ ト政権が極北地方にも及
んで きた当時を描き,第3部 が第2次世界大戦中の回想とその後の ドルガン人
の生活を描いているので各々に現れるロシァ語借用語彙の性格 とそれら語彙の






























本 項 の借 用 語 彙 中 のja,鉢」Ωは,各 々,ロ シ ア文 字 の 只,m,e⑥で 表 記 され る.転 写




Inolippa(Mo"vaTBa)「祈 り」 ・kiil(<rus.KMnb?)「櫨 等 の 滑 り木 」buospa(ocna)
「庖 瘡 病 」
第2部
Ujbaan(KBaH)[人名 】kolkuos(Konxo3)「集 団 農 場 」hUba(coBeT)「ソ ビ エ ト
(議会)」kommunis(KoMMHvacT)「共 産 主 義 者 」,iakutkomsomol(gKyT,
KoMcoMoneH)「ヤ ク ー ト人,共 産 青 年 同 盟 員 」Osipov(OcKnoB)【人 名]
otrjat(a)～oajad①(oπP蜘陪 区隊 」bukva(6yKBa)「文 字 」mahuorka(MaxopKa)
「マ ホ ー ル カ(安 価 な 刻 み 煙 草 の 一 種)」u6uutal(yqMTenb)「教 師 」
第3部
Nlki'i(HHKollati)[人名 】ostool(cTon)「机 」belorus(6enopyc)「白 ロ シ ァ 人 」
tata血(TaTapnH)「タ タ ー ル 人 」bロomba(60M6a)「爆 弾 」ltiOt6Uk(neTunK)
「飛 行 士 」samolet(caMoneT)「飛 行 機 」haldaat(collnaT)「兵 隊 」biirdanka
(6epnaHKa)「ベ ル ダ ン銃 」raketa(paKeTa)「ミ サ イ ル」Noroliskaj(HoprmbcK)
[地名]purgaa(nypra)「吹 雪 」Sovet(CoBeT)「ソ ビ エ ト」gaas(rac)「ガ ス 」
Palagiaj(Rerrarefi)[人名 】duoktur(noKTop)「医 者 」radiba(paπm)「ラ ジ オ 」
gazet(ra3eT)「新 聞 」nemis(HeMe幻「ド イ ツ 人 」.kommunist(KoMMYHMcT)
「共 産 主 義 者 」biliat(一taax)(6nneT)「証 明 書{～ を 持 っ て い る 者]」sekretarT
(ceKpeTapb)「書 記 」partbiliat(napT6vaneT)「共 産 党 員 証 」part導a(napTvag)「共
産 党 」Lenin(neHnH)「レ ー ニ ン 【人 名]jBuran(BypaH)「 プ ラ ン」【電 動
権 の ブ ラ ン ド名]tabaag'i(<rus.Ta6aK?)「煙 草 」ispiiska(cnMqKa)「燐 寸 」
privivka(npnBπBKa)「ワ ク チ ン」
「幸 もてる者」に現れるロシア語借用語彙はそれぞれの部で語られている内容
の背景によく即 した意味内容を持っている.数の上でも第1部 ～第3部 へ と進
(5)kiilはロ シ ア語 か らの 借 用 で あ る可 能 性 が あ る.neKapcK而(1907-1930)では ロ シ ア
語 借 用 と され て は い な い.
(32)
む につれ,増 えてゆ く.
く　　
借 用 語 彙 の 形 式 に つ い て はkommunis(2)一kommunist(3),httba(2)一Sovet(3)の
　ア エ
ように部によって形式が異なるものがみ られる.主 に第3部 にあらわれる借用
　お　
語彙形 式 はロシア語の綴 りを取 り込んでい る.中 にはotrjat-a(2)～otrjad.i(2)
(<rus.OTIPH」1[atrjtit])にみ られ るようにロシア語綴 りを取 り入 れなが らも揺れが
あ る借用形式 もあ る:前 者 は3人 称単数所有接尾辞,後 者 は無人称名詞変化対
格語尾が付加 した形式で ある.
一 方,比 較 的古 い時代 に借 用 され た語彙 の形式 は ドルガ ン語 の音 韻体系 に
沿 った形式で借用 され ている.た とえば,上 掲のhtiba(2)につ いては次 の点 を
比較 的早 い時代の借用特徴 として指摘で きる 二i)語頭 のsに 対応する音 として
hが あ らわれて いる;ii)ドルガ ン語 に本来的で ない音[v]を[b】で借用 してい
る;iii)ロシア語の アクセ ン トが第2音 節 のe(前舌母音)に落 ちているの で,
く　ラ
これ を反映 して母音調和 をほどこ した形式で借用 してい る,
さ らに古 い借用 と思 われるmolippa(1)はロシア語molitvaの[v]を[b]に対応
させ た後,tbを ドルガ ン語 に合わせて[pp]に変えた.こ こでは母音調和 は借 用
ロの
形に反映されていない.
(6)語 彙 に続 く0内 の数 字 は部 を表 す.
(7)ロ シ ア語sovet「ア ドバ イ ス,ソ ビエ ト(議会)」の ヤ クー ト語 で の形 はs茸ba「ア ドバ
イ ス」,sovet「ソ ビエ ト(議 会)」の2形 に分 か れ て い る.
(8)ド ル ガ ン語 正 書 法 で は 新規 に導 入 され る ロ シ ア語 借 用 語 彙 に つ い て は本 来,ド ル ガ
ン語 に は な い 音 を表 す ロ シ ア文 字(B[v】,e口e】,eOo】,)K[3】,3【z],Φ【f] x[xL双[ts】,nl[∫1,
田げt∫'】,明u】,∬Oa】)の綴 りの ま ま書 き表 す こ と を原 則 と して い る.し か し,ド ル ガ ン
語 話 者 は,た と え ば ロ シ ア語 か らの借 用 語 彙caMO∬eT(samoljQt)「飛 行 機 」を発 音 す る
と きに,ド ル ガ ン語 の音 韻 特 徴 で あ る/s1→[h]/#_,V_Vを適 用 し,[hamaljot】と発 音
す る こ と もあ る1
(9)こ こ に あげ た 借用 特 徴 はii)およ びiii)はヤ クー ト語 が ロシ ア語 語 彙 を借 用 す る際 に
も見せ る 特徴 で あ る の で,i)がヤ ク ー ト語 を経 由 した ロ シ ア語 借 用 形 に適 用 され た 可
能 性 もあ る,さ ら にヤ ク ー ト語s茸ba「ア ドバ イ ス」が,チ ュ ル ク語 に本 来 的 な語 彙 で
あ り(cfrleKapcK醐(1907-1930);cy6a),ドル ガ ン語 にお い て,ロ シア 語 借 用 語 彙 と混
合 して し ま った 可 能 性 もあ る.
(10)ロ シ ア語molitvaはア クセ ン トを第二 音 節 に持 つ の で 予 想 され る ドル ガ ン語 形 式 は/
(33)
「幸 もて る者」にあ らわれ る借用形式 にはその他 に も固有 名詞 に白.シア語借 用
が多々み とめ られる.そ れ らは各 々,ド ルガン語の規範 を様々に反映 した借用
形 式 をもってい る.
この韻文作 品 「幸 もて る者」を貫 くモチ ーフである 「庖瘡病」はタブー語 をさ
けるための借用語彙で表 されている:buospa(1).なお,「庖瘡病」を表す タブー
語 と してはamaxsin「老女,お ばあ さん」が使 われる こと もある.こ れ らに加
え,ヤ クー ト語で はad'ii「年 配の女性,父 方の年長の女性親族」を以て「庖瘡病 」
を表す ことがあ る(HeKapcKM虹:1907-1930).
4.ドルガ ン語テ キス トと訳
以下に ドルガン語テキス トと和訳を掲げる.和訳は原文からの逐語訳である
ので原文のもつ韻文作品としての特徴が損なわれている場合 も多い.
転写:キ リール文字基盤の ドルガン語文字,ヤ クー ト文字及び一部ロシア
語文字などの転写は特に断らない限り,以下によった.









)K=Z H=n C=S H=C
o・
3=a























＼maliippaであ る.ロ シ ア語 語 彙 の ア クセ ン トの 位 置 は 概 ね 借 用 形 式 に反 映 さ れ る(例:
haldaat(ロシ ア語sold5t))。古 い 時代 に借 用 され た形 式 であ る とす れ ば,ド ル ガ ン形 成
に 関 与 し た ロ シ ア 人 の ロ シ ア 語 の 特 徴 を 反 映 して い る の か も しれ な い.HeKaPCKHH











































冬ばあさん → 冬将軍」「じいさん熊 → 熊爺さん → 熊親爺」等.な お,第1～3部 の
副題はロシア語訳版に付 されていたものの和訳である.













































(15)kaanbutugastif「トナ カ イ の血 の ス ー プ」








































(17)606sg㎞櫨a「 さっ と見 回 した 」cf-s(一x,一k)+gin一で 「瞬 間 的一 回性 」を もつ 動 詞 を
形 成 す る.
(18)bugaat(強調 の 叙 法 詞)こ こで は 「死 か ら絶 対 に救 っ て くれ,病 を是 非 と も逃 れ させ
て くれ,今 す ぐ助 け て くれ 」の 意 に なる.
(19)alastaa一「燥 蒸 す る,バ チ が あ た ら ない よ うに 消毒 す る 」


















































































(22)tur-ar-7,tur-baぱ「(直訳)立 っ てい る もの を,立 っ てい ない もの を」「(意訳).あれ や
これ や を」
(23)Urahad'ianituttular「ウラバ の家 が 建 て られ た」.ロ シ ア語 の不 定 人称 文 と 同 じ構 文
(目的 語 【対 格}+3人 称 複 数 形 動 詞)で,受 け 身 表 現 とな って い る.












































(25)k讐r一「シ ャー マ ンが 交 霊 等 を行 う」;シャー マ ンの 交 霊 等 をKaMHaHbe「カ ム ラニ エ 」
と ロシ ア 語 で い うcfΦacMep(:∋T.):K飢MaTb}13qaraT.kamlamak.ファス マ ー に よれ ば,
ロ シ ア語KaπMaTbはチ ャ ガ タイ語 のkamlamak(意味 は 同 じ)か ら.







































ero,TOHX.【指 示 代 名 詞 で 所 有 接 辞 を付 した形 での み 使 わ れ る:ontum「私 の そ れ 」,ontuO
「君 の そ れ 」,onto「彼 の そ れ」,Gntu1徽「彼 らの そ れ 」】本 来,ontGとな るは ず の 形 式 が
ontutaとして 現 れ て い る のはontuを語 幹 とみ な した再 解 釈 が あ っ たの で は な い か.「彼














































































































































































(30)Kifこaa「ク ウチ ャ」は養 っ て くれ た母 の名 前
(31)切baan「ウイ バ ン」は養 っ て くれ た 父 の 名前[Ujbaan<r媚.班BaH「イ ワ ン」].
(32)Bahirgas「パ フル ガス 」は孤 児 の 男 の子 の あ だ名.幼 い子 供 に厄災 除 けの お ま じな い
と して 故 意 に縁 起 の 悪 い 名 をつ け る風 習 が あ る.「 生 きて 哀 れ な 者 」の 意.
(33)muqaakは「苦 労 の多 い 」を表 す が,人 に 呼 び か け る時 につ け,親 愛 の 情 を 表 す.cf
Bahfrgas,muonaak!「パ フ ル ガ ス,い い子,か わい い子!」
(34)hi量ttanar「ヒー ト仕 掛 け漁 をす る」hiit「ナ リ ム(か わ め ん た い)や カ マ ス や ク ンジ ャ
(あめ ます)を とる 漁 罠 」[hii雌nar=hiit+一taa(動詞 形 成接 辞一LAA)+一n(再帰 態 接 辞)+









































(35)OdUmarbaζ6ahaahfttan「若 い 頃 か ら(小さい 頃 か ら,こ の こ ろか ら)邪悪 だ 」;Ud直m謝
「邪 悪 な 」「血 も涙 も ない 」
(36)anlagabfhrhi醐an「言葉 使 い が 悪 い,汚 い 言 葉 を使 う」の 比 喩 的 表 現.逐 語 的 に は
「彼 の 口 は恐 ろ し く腐 っ て い る」











































(38)taba-ta;一taは分 格 接 辞.ヤ クー ト語 で は 通 常,命 令 文 に の み使 わ れ る分 格 が,ド ル
ガ ン語 で は平 叙 文 に も使 わ れ る.「10頭 ほ どの トナ カ イ を私 は分 配 し よう」











































(40)D'anih肉「ジェ ニ ヒエ イ」はエ ニ セ イ川 の ドル ガ ン人 に よる呼 称.【 ロシ ア語 の軟 母
音eは しば しば 有 声 破 擦 音 で 借 用 され る.ま た 母 音 間 でsはhに 変化 す るの は ヤ クー
ト語 と共 通】























































































(43)a勾daan「コ ミ ュニ ス ト達 の 死 につ い て動 揺 し,(多 くの こ とが 語 られ,人 々 は 良












































(44)hinnalii「文 字 を並 べ て書 き連 ね て,読 み 書 き を習 って 」

























































































(47)Norolisk⑪「(地名)ノ リ リス ク」(ドゥジ ンカ 区 に あ る工 業 都 市)





































































































































(50)πadiba<r鳳p瓠恥 「ラジ オ 」;他 にradimaとい う形 もあ る.
(51)kosobu盗「冬 期 に使 用 す る 貨 物用 の 櫨 」
(52)ikkibiliat甑k「二 枚 の 証 明 書 を持 って い る」の 意.コ ム ソ モ ー ル(共 産 青年 同 盟)証





































＼ず に保 持 す る こ とが 認 め られ て い た .パ フ ル ガ ス は優 秀 な コ ム ソモ ー ル 員 で あ った の
で,脱 退 後 も証 書 を保 持 し,共 産 党 員 証 も持 っ てい るの で,「2枚 の証 明書 を持 って い
る」 と作 中 に あ る.
(53)bnia必nとhildiddnはそ れ ぞれ2sg.poss.acc.の形 でdiatin「～ に言 わ しめ よ」の 目的











































(54)Buran「プ ラ ン(モ ー タ ー権 の ブ ラ ン ド名)」
(55)ilpiti:ilt一「引 っ 張 る,運 び去 る」こ こで は 「恐 ろ しい庖 瘡 が一 族 を絶 滅 させ た こ と


















(1973god,Dudinka) 1973年ドゥジ ンカ に て
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